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＜審査結果の要旨＞  
 

本研究の目的は，ドメスティック・バイオレンスの加害者男性の自己主張抑制要因，特に，

明確に主張せずとも自己の要求は充足されるべきとする特有の信念や、要求する対象との関係性の差

異が持つ影響について明らかにすることである。本学の倫理審査委員会の承認(19-Ig-110)を経て実

施した調査研究の対象群は，DV 加害者教育プログラムに参加する成人男性 26 名，統制群は、妻らか

ら DV該当項目の指摘を受けたことのない成人男性 86 名であった．調査法としては、自己主張抑制尺

度および自己愛的甘え尺度を用いて回答を求めた． 

その結果、DV 群は非 DV 群よりも自己主張を抑制する傾向が高かった．DV 群の自己主張抑制に

は親密関係での期待の高さの影響が強く、逆に社会的関係での期待は自己主張を抑制しない結果が示

された．結論としては、DV 加害者の過度な対人緊張が、自己主張や開示を抑制すると考えられた．DV

加害者は、関係性の差異によって相手への態度傾向が異なることが示唆された． 
本研究の新規性は、ＤＶ加害者の自己主張抑制の特徴を実証的に明らかにした点にあり、今後の再

犯防止を目的とした臨床実践に有益な示唆を与える研究として高く評価できる。 

論文審査は１２月２日に実施され、その後、審査委員による指摘事項に対して修正が適切に行われ

たことを確認した。口頭試問においても、適切な応答がなされた。 

以上の結果から、審査会の審査員全員は、本論文が著者に博士（臨床心理学）の学位を授与するに

十分な価値があるものと認めた。 
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